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北大水産業報

31(1). 16-49. 1980. 

北海道南部沿岸域に出現するギンポE自の稚仔魚の分類学的研究

徳屋邦彦事・尼岡邦夫本

Studies on Larval and Juveni1e Blennies in the Coastal Waters 

of the Southern Hokkaido (Pisces: Blennioidei) 

Kunihiko TOKUYA* and Kunio AMAOKA* 

Abstract 

The blennioids are a large fish group of which many species live inぬ.eJ晶panese

waters. Among them，色hemembers of the families Stichaeid晶e，Cebidichthyidae 

and Pholid乱eare m品inlyknown from the coastal regions of the northern Japan. 

But the larvae乱ndjuveniles of them have noもbeenstudied enough bec乱useof 

di値cultiesin identi今ingand collecting色，hem.

Larval and juvenile blenni倒 werecollected from three stations in圃outhern

Hokkaido; N阻 aehama，Cape Shiokubi and Usujiri， by m帥 nsof a fish-luring light， 

larvalnωand dipnet， during the period from June 1977 to July 1978. The晶uthors

dωcribe and figure the larv師姐djuvenile唱 ofぬefollowing 15 species of the 

もhr田 families，after dividing them into four developmental s伽 ges，though a seri倒

of s伽 gescould noもbecomecompleted in all species: Neowαrces 8teindachneri 

and Zoarch仰のenりも巴制 inthe cebidichthyids;鋭化加e削船zawae，Stic，加 e叩抑制;na，

Ernogram.例制 hexagramm.制 ，Ohirolophis jap開化ω，O. otohime， Aωntholm叩 e処刑

mackayi， OpI8伽 centrusocellatω， O. dybow8kii， Alect巾 salectrol叩h制， A.b帥j聞~inii

and Dictyoso例 aburgeri in the sもich晶eids;Pholis nebulos制品ndP. taczanowskii inぬe

pholids. On the basis of the descriptions， a provisional key to genus晶ndspecies 

has been made for convenience in identifyingぬelarvae and juveniles. 

Amongもhe的ichaeids，ぬ.esubfamily Opi的hocentrinaeis peculi品rin the 

inverted order of formation of each貧n，the po日itionof anus自hif1色ingforwards and 

b晶ckwardsaccordingもogrowもh，品ndthe notochord turning upwards at 1叫ers凶ge.

Iti目色hereforesuggestedもhaもtheOpi白色hocenもrinaeis an unique group of the 

Sもich師 id帥.

Twoもype自乱refound in the larv乱eand juveniles of Pholis nebul08U8. Type 1 

is distinguishable from type II by presence or品.bsenceof melanophore onもhe

shoulder， different s句geof appe晶r乱nceof the pigment晶もionon body晶ndof the 

pelvic fin， and number ofぬemyomere. It could noもbejudged from these larval 

ch晶racterswhether each type is an independent species. 

緒言

ギンポ亜日魚類はスズキ目 K属し，本邦の南北沿岸K広く分布する大きな一群である。そのうち，

カズナギ科Cebidichthyidae，タウエガヲ科 Stichaeidae，ニシキギンポ科 Pholidaeなどに属する種類

は，主として北日本の沿岸域に生息し，多くの種類が知られている。北方産ギンポ亜目魚類の成魚の

市北海道大学水産学部水産動物学講座

(Laborat冶ry01 Marine Zoology， Faculty 01 Fisheries Hokkaido University) 
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徳屋・尼岡: 北海道南部沿岸域のギンポ亜目稚仔魚の分類

分類学的研究は Jo吋anand Snyder1
)，松原2)，Makushok3)，上野4)5) などによってかなり詳細になさ

れてきている。だが， ζの類の稚仔魚に関する研究は， それらの採集および査定の困難さのために著

しく少なし一部の種類について記載された報告があるに過ぎない6ト 11)。

一般に，稚仔魚は成長11:伴って形態や色素胞の変化がはげしく，また，成魚の分類学的特徴はいま

だ十分に発現しないζともあって，その分類査定は困難をきわめている。

本研究は北海道南部沿岸域に出現する稚仔魚を分類査定し，成長に伴う形態や色素胞の変化を明ら

かにする目的で行なわれた。そのうち， もっとも多くの種類の稚仔魚が得られた北日本産ギンポ亜目

魚類， 3科 15種を記載した。また， 稚仔魚の査定を容易に行なうために検索表を提示した。 乙 ~IL

記載された種類のなかには，稚仔魚期のすべ

の発育段階が得られなかった種類も含まれて

し、る。

本研究を進めるにあたり，御援助をいただ

いた北海道太学水産学部五十嵐孝夫教授，浜

田啓吉教授および仲谷一宏博士IL深く感謝し

ます。また，有益な御助言をいたt:いた本学

久新健一郎教授に厚くお礼を申し上げます。

研究材料の採集に際して，大変お世話tとなっ

た北海道大学水産学部臼尻水産実験所技官嵐

田洋悦氏，野村潔氏および水産動物学講座諸

氏11:厚くお礼を申し上げる。

材 料と方法

本研究は 1977年 6月から 1978年 7月まで

の間，函館湾奥部の七重浜第3防波堤を中心

IL，汐首岬および臼尻水産実験所周辺海域で

行なった(図 1)。方法は集魚灯(携帯用発電

機と 2∞W 水中灯) による夜間の表層採集

(図2)，稚魚ネット(口径 80cm，長き 210

cm，網目 lmm)による沿岸域の表層採集，

およびタモ網(口径 15cm，長さ 5cm，網目

lmm) による平磯での採集である。

標本は 596中性ホルマリンで固定し，北海

道大学水産学部水産動物学講座の稚魚標本

(HUMZ-L)として保存された。

稚仔魚の発育段階は次の定義11:従って区分

された。

1) 仔魚前期 (Yolksaclarval stage):ふ化

直後から卵黄を吸収しつくすまでで，分類形

質の多くは未発達である。

。

HOKKAIDO 

50K幅， 

USUJIRI 

Fig. 1. Map自howss乱mplingstations in 
自outhernHokkaido at which larv e 
and juveniles were collecもed.

2) 仔魚期(Larvals惚ge):卵黄の吸収が終り，管索末端の上屈が始まる。下尾軸骨の原基および

尾錨条原通の形成が開始される。

3) 稚魚前期 (Prejuvenilestage) :仔魚期から稚魚期へ移行する時期で，多くの魚種では，胸鰭と

尾鱒がほとんど完成する。背舗と轡鱒には鰭条の原基が出現し，伸長を始める。
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Fig. 2. Illusもrationshows fish-Iuring light used for collecting fish larvae晶ndjuveniles. 

Tl 

CM 

A 

Ol 

Bl 

Bl 

AM CM 

B 

Rl Ol 
Fig.3. Hypoもheticalfish larva (A)晶ndjuvenile (B) showing method of m帥 surements

and counts. AM.品bdominalmyomere; BL. body lengぬ ;CM.。晶udalmyomere; HL. 
he晶.dlength; OL. postanus lengもh;RL. pr喝晶nuslength; TL. total leng位1.
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徳屋・尼岡: 北海道南部沿岸域のギンポ亜日稚仔魚の分類

4) 稚魚期(Juvenilestage) :各鰭は完成する。体表に成魚と類似した色素が出現し， 成魚の分類

形質が発達し始める。

乙れら 4発育段階のなかで，さらに細分の必要がある場合には，便宜的に A，Bの符号を用いた。

計測部位(図3) およびその方法に次に示きれる。

全長:仔魚では吻端から膜鰭尾端までの水平距離。稚魚では吻端から尾鰭後端までの水平距離。

体長:下尾軸骨の形成以前では吻端から脊索末端までの水平距離。下尾軸骨の形成後は物端から下

尾軸骨後端までの水平距離。

紅門前体長:助端から庇門後縁までの氷平距離。

紅門後体長:厄門後端から脊索末端あるいは下尾軸骨後端までの水平距離。

頭長:飽蓋が形成される前の時期では，吻端から耳胞後端までの距離。

筋節数:紅門後縁からの垂線によって腹部筋節数と尾部筋節数K分け，十記号を用いて表示した。

測定はホルマリン固定後，オリンパス工具顕微鏡 STM-F型を用い，1/100mmまで計測した。鱒

条骨および脊椎骨はアリザニン Sで染色した後，透明標本を作製して数えた。

体各部の名称および黒色素胞の分校状態の呼称は Russell10)K従った。分類体系はほとんどMa-

kushok3) 11:基づいて自己列したが，一部，松原2)11:従つでいる。

Table 1. Data and側伽dof collection in 1arvaeαnd juveni1es of b1e側 ioidsfr，卿 thesouthern 
H.ok加必o.Ln.1ar叩 :1net; L1. fish・1uri.吋 l勿ht;Dn. d勿net.

仇 UectionNo. I D脚 1， St柑 on Time I Water もe.?Ipe~~!ur噌 I Method 一_._.1 1，.. 耕民ー 前 回 出ω(00) ……u

1 June 7， 1977 Usujiri 10.00-10.10 12.5 Ln 
2 J乱n.13， 1978 N anaehama 18.00-19.0。 5.8 Ll 
s J晶n.25， 1978 Nan晶eham晶 17.40-18.40 5.0 Ll 
4 Feb. 9， 1978 N晶n晶eh乱m晶 18. 10-18.40 3.8 Ll 
5 Mar. 2，1978 Nan朗 h晶m晶 18.20-19.0。 2.0 IJ 
6 Mar. 9， 1978 N品n畠eham畠 18.30-19.30 5.2 Ll 
7 M品r.13， 1978 U自ujiri 15.30-15.40 1.8 Ln 
8 Mar. 16， 1978 Nanaeham晶 19.00-19.50 5.0 LI 
9 M晶r.26， 1978 Nan晶eh品m品 19.00-19.45 9.0 LI 
10 Apr. 13， 1978 N晶naeh晶ma 19.30-20.20 8.0 LI 
11 MAApp晶rry. .17，1978 

Nanaeh晶m畠 19.20-20.10 7.0 LI 
12 26， 1978 Nanaeham晶 19.30-20.30 8.0 LI 
13 5， 1978 Nan晶ehama 19.40-20.20 8.0 Ll 
14 M晶Y 8， 1978 Usujiri 14.37-15.05 8.3 Ln 
15 May 9， 1978 Usujiri 9.37-10.17 8.0 Ln 
16 M乱Y16， 1978 Nanaeham乱 19.35-21.30 12.0 LI 
17 May 22， 1978 Nan腕 h品ma 19.45-20.30 10.0 LI 
18 June 2， 1978 U自ujiri 15.30-16.20 9.8 Ln 
19 June 2， 1978 Usujiri 20.00-20.40 10.0 LI 
20 June 3， 1978 Usujiri 9.30-10.20 11.0 Ln 
21 July 6， 1978 Shiokubi 15.00-16.0。 10.5 Dn 
22 JJu111ly v 15，1978 Nan帥 h品m晶 20.07-20.40 14.8 Ll 
23 July 22， 1978 Nan品eh晶m晶 20.11-20.58 16.0 LI 

結果と考察

カズナギ科 Ce bidichthyidae 

本科の稚魚は，体が著しく長く伸長し，銀|帰する0[[門は体長の 30%以上， 35%以下の範囲K位
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置する。背鰭と脅舗は小さい尾鰭と完全Kゆ合しs 明瞭t.I.欠刻を形成しない。

稚魚(稚魚前期と稚魚期)の種の検索

la. 背鰭は37-39練.47-49軟条で，車車部基底は軟条部基底より長い。轡鰭は I練， 75-78軟条。

主鯛蓋骨から尾部にいたる体正中線上に白色斑が並ぶ・...

・ハナイトギンポ Nω'zoαrcessteindachneri Jordan et Snyder (p. 20) 
lb. 背鰭は27-30賦 82-85軟条で，車車部基底は軟条部基底より短い。軍事鰭は 1赫， 82-92軟条。

主制蓑骨から体中央部付近までの体正中線上に白色斑が並ぶ・・・..

・・カズナギ Zoarchiasve叫efiCtωJordaneもSnyder(p. 21) 

ハナイトギンポ Neozoarces steindachneri Jordan et Snyder 

材料:本稚魚は 1978年3月13日および5月8日K. 臼尻において稚魚ネットで採集された。発育

段階はすべて稚魚期に該当する(表2)。

T'able 2. Specimens e閣制ned仰 uldeve均働側talstage 仇 Neoωω'Cωsteindachneri.

Collection Specimens I Number of I Body length Developmen切l
No. HUMZ-L 自pecimens (mm) 自tage

7 0ω61 1 17.91 Juvenile 
14 00366 10.  t 22.12-24.63 t Juvenile 

記載:

1) 稚魚期図 4

背錨 xxxvrr-XXXIX.47-49，書館 1.75-78 

体は著しく長く側扇する。厄門は体のほぼ前 1/3K位置する。限禽前方の突起はみられない。各鰭

条は定数に達する。背鱒は類部K始まり，妹都基底は軟条部主主底より長い。背鰭練はいまだ十分K伸

長しとZいが， 軟条より短い。脅鱒は背鰭中央よりかなり前方の第20-21赫下から始まる。商船主小

さい尾鰭とゆ合する。腹舗は認められない。

頭部には，物端から娘を横切って主鰯蓋骨後縁K達する 1暗色帯がある。前頭域を除き，暗色帯よ

り上方K多数の黒色素胞が分布する。腹部と啓鰭葛底域を除く体側には， 多数の黒色素胞が分布する

が，成魚のような網目斑紋は形成しない。体側正中線に沿って主鯛蓋骨から尾部まで白色斑が点在す

る。生時の色彩は茶褐色である。

Fig.4. Juvenile of Neozoarces steindachneri， 17.91 mm BL (HUMZ・LOO261)・ Scale

indicates 3 mm. 

考察:本稚魚は背鰭前部が線条で，後部が軟条からなる ζ と，および背鰭と寄鰭が尾鰭とゆ合する

ζとで特徴づけられている。 ζれらの特徴は，松原則が提示したカズナギ科fr.相当する。さらに本稚

魚は背鰭が 37-39腺. 47-49軟条からなる ζ とから，ハナイトギンポ Neozoarcessteindachneri fr. 

査定された。
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徳屋・尼岡: 北海道南部沿岸域のギンポ亜目稚仔魚の分類

カズナギ Zoarchias veneficus Jordan et Snyder 

材料:本稚魚は 1978年3月13日および5月8日に，臼尻において稚魚ネットで採集された。発育

段階は稚魚前期と稚魚期K該当する(表 3)。

Table 3. 8peei抑制 examinedand devel，叩men制御gein Z仰向hiasvenefie.悩.

Collection SHpUecMimZe.nId s lNsp山eohernosf||附何m附)| | 
Developmental 

No. 自色age

T 00260 1 
[ 1 6 0 0 l  

Prejuvenile 
14 00318 1 22.13 Juvenile 
14 00367 9 19. 57-22. 11 Juvenile 

記載:

1) 稚魚前期図 5A

背鰭 XXX，83，膏鰭 1，88 

体は著しく長く側扇する。紅門は体のおよそ前 1/31C位置す~。胸鰭の F方tζ卵黄がみられる。各

鰭条は定数K達する。背鰭は頚部11:始まり，蚊部基底は軟条部藁底より短い。背鰭放はいまだ十分に

伸長しないが， 軟条より短い。啓鰭は背館中央よりいくぶん前方の第 20蝶下から始まる。両鱒は小

さい尾鰭とゆ合する。腹鱒はない。

頭部には，物端から限を横切って主鯛蓋骨後縁に達する 1暗色帯があり， この帯より背方K多数の

黒色素胞が分布する。眼禽の上方および主飼蓋骨の上方を除いた頭部には，暗色帯より背方IC多数の

色素胞が分布する。体側の色素胞は背鰭の基底域，事事舗の蓋底域および体側正中線の前部を除く全域

に分布する。

2) 稚魚期図砲

背鰭 xxvn-xxIX，82-85，寄鱒 1，87-92 

卵黄は吸収会れる。物はいくぶん伸長する。色素胞はほとんど体全域に拡がるが， 体側正中線K

沿って数個の明瞭な白斑が点在する。背鰭および膚鰭の蓮底部ICは小暗色斑がみられる。生時の色彩

は茶褐色である。

Fig. 5. Two developmen同1st晶gesof Zoareh句svenejieU8. A. prejuvenile， 16.00 mm BL 
(HUMZ・L00260); B. juve凶le，22.13mm BL (HUMZ・L00318). Each scale indicates 
3 mm. 

考察:本稚魚は体形や色彩がハナイトギンポK酷似する ζとから，カズナギ科IC属すると考えられ

た。さらに，背鰭が 27-30錬， 82-85軟条であること，および癖鱒が背舗の第 19-21蚊下から始ま
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り， 1蚊87-92軟条であるととからカズナギ属 Zoarchiusの種類である。本属には本邦から 4種が

認められているが，北海道南部にはカズナギのみが分布する。従って， ζれらの稚魚を本種tζ査定し

Tこ。

本稚魚は，各錨条が定数IL達し，そして体に多数の黒色素胞が分布する稚魚前期になっても， なお

卵黄を持つζとで極めて特異な種類である。

タウエガジ科 Stichaeidae 

本科魚類は体が長く側扇し，紅門が体長の 3696以上回%未満11::位置し，筋節数が 80を越えない

乙とで特徴づけられる。本研究では 6亜科8属 11種を記載した。

本科稚仔魚はニシキギンポ科の稚仔魚に外見的11::似るが，前述した特徴で明確に区別しうる。

仔魚(仔魚前期と仔魚期)の種の検索

la. 紅門は体長の 4096より前に位置する ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
lb. 紅門の位置は体長の 4096以上 4596未満の範囲にある ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
10. 庇門の位置は体長の 4596鼠上 5096未満の範囲にある ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4
ld. 紅門の位置は体長の 5096以上 5596未満の範囲にある ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7
2a. 筋節数は 16-17+40-41 =56-58.. .. .. . 

・タウエガジ S枕 加e'U8附 .zaωaeJordan e色Snyder(p. 23) 
2b. 筋節数は 15-16+45-48=60_64... 

・フサギソポ σ'kirol叩kisjap帥 ic蜘 Herze副総，in(p. 28) 
3. 筋節数は 18-19+44-46=62_65・・・・・・・・・・・・ムシャギYポ属の種類 A.lectria8spp. (p. 36) 

4a. 筋節教は 14-15+28-32=42_47・・

・・・・ムスジガジ Ernogramm削 hexagrammus(Temminok白色 Sohlegel)(p. 26) 
4b. 筋節数は 23-25+39-45=62_70・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
5a. 体側正中線後方に黒色素胞が点在する。腹部筋節数は 45・・

・・・・ダイナソギシポ Dicty08<側 aburgeri Van der Hoeven (p. 39) 
5b. 体側には黒色素胞がない。 腹部筋節数は 40-44・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
6a. 尾部筋節数は 40・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ガジ Opi8t.恥ωntrusωd加山(Tilesius)(p. 32) 
6b. 尾部筋節数は 42-44・・・・・・ムロラ Yギγポ Opistkocentrusdyb仰 slcUSぬindaohner(p. 35) 
7. 筋節数は 21+29=50.腹側面に，筋節の境に治って，13-16の黒色素胞列がある・・・・・・・・・・・・

. "'"ゾガジ 8tichω叩8Is附 .1IsKner e色S飴indaohner(p. 25) 

稚魚(稚魚前期と稚魚期)の種の検索

1晶. 庇門は体長の 4096より前に位置する。 腹鎗がある ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
lb. 紅門の位置は体長の 4096以上 4596未満の範囲にある。腹鎗がない ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
10. 紅門の位置は体長の 4596以上 5096未満の範囲にある ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
ld. 庇門の似置は体長の 5096以上 5596未満の範囲にある ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7
2a. 筋節数は 16-17+40-41=56_58。頭部に突起がない。背鰭54練・・・・・・・・・・・・・

. !)ウ且ガジ 8tk加mω 削 mωωJordaneもSnyder(p. 23) 
2b. 筋節数は 15-16+45-48=60_64。頭部に多数の突起がある。背鎗62赫・・・・

・・・・フザギソポ Okirolopkisj叩側k.削 Herzens旬in(p. 28) 
3品・ 腹部筋節数は 27.前頭域に隆起部がない。絢鰭は著しく長い。背節72牒，栂館2練47軟条

・・・・ ヌイメガジ 4ωntkolump印刷例制加が (Gilbert)(p. 31) 
3b. 腹部筋節数は 18-19。前頭域に隆起部がある。胸舗は短い。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4
4a. 体表面に黒色素胞が分布し，茶褐色を墨する。野鱒1練42軟条・・・・・・・・・・・・・・・・・

・キタノトサカ Al，叫バω alect初旬h削 (PalI倒)(p. 38) 
4b. 体表面に黒色素胞がない。轡鰭1牒 38-41軟条 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・ムシャギγポ Alectria8benjaminU Jordan ωSnyder (p. 38) 
5a. 鰭条が定数に遣し，伸長を始める時期では体表に色素がみられる。鎗条の伸長が終ると前頭繊
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に隆起部が出現する・・・・・・リュウグウギYポ Ohirolophisotohime (Jordan et Snyder) (p. 30) 
鰭条が十分に伸長した時期でも，体表に色素飽が出現しない。頭部に隆起部がない・・・・・・・・・・・・6
腹餓はある。筋節数は 14-15+28-32=42-釘。背鰭はすべて線条。体表に黒色素胞がな
い・・・・・・・・・・・・・・ ムスジガジ Emogramm別加agrl伽 例 制 (TemminckeもSchlegel)(p. 26) 

6b. 腹鰭はない。筋節教は 23-24+45=68-69。背舗の後方は軟条からなる。体側正中線の後
方に黒色素胞が点在する・・・・・・ダイナンギンポ Dictyosomaburgeri Van der Hoeven (p. 39) 
腹儲はある。 脊索末端が上屈する ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8
腹鰭はない。脊索末端が上屈しない ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9
筋節数は 21+29=50。腹側面には筋節の境界に沿って 13-16列の黒色素胞がある・・・・

…=ゾガミ?8tic加4叩8Is側側KnereもSteindachner(p. 25) 
9a. 尾部筋節数は40以下。館条はかなり伸長した時期でも， 体側に黒色素胞が出現しない・・・・・・

・・ ・・・・・ガジ Opisthocentr糊 ωellat山 (Tilesius)(p. 32) 
9b. 尾部筋節数は 42-組、館条は原基状の時期でも，体側に黒色素が出現する・・・・・・・

・ムロラ γギγポ Opistゐcentrusdybowslcii Steindachner (p. 35) 

徳屋・尼岡:

5b. 
6晶.

7a. 
7b. 
8. 

Stichaeinae タウヱガジ亜科

Stichaeu8 nozawae Jordan et Snyder 

材料本稚仔魚は 1978年1月13日と 3月9日11:，七重浜において集魚灯で採集された。発育段階

は仔魚前期から稚魚前期11:該当する(表 4)。

T晶，ble4. 8.!peci側明記抑制御dand devel叩働側初18tage初 S'tic加 e制刑制側e.

lSFm制民lIDberof I附叫
EUMZ.L I旬ecime剖 (mm)

:;1i 
Developmen旬l

日tage
Collection 

No. 

Prejuvenile 
Yolksac larva 
Yolksac larv品

L晶rva

23.18 
8.54 

8.23-9.68 
12.72 

00220 
ω223 
ω2M 
00お5

a
O
8
0
8
0
a
a
 

記載:

1) 仔 魚 前 期 図 6A

筋節数 16-17+40-41=56-関

体は細長く仮JJ属する。 E門は体長の 40%より前で，第 16-17筋節下に位置する。わずかに卵黄が

残る。脊索末端は直線状である。背簡の鰭条はまったく形成されず。一連の膜鰭のみが存在する。尾

端部の腹側には，尾鱒の原益が形成され始めている。胸鰭の鰭条はまったくみられない。

耳胞内11:1個，頚部に 1個および尾鱗原基上K数個の粒状の黒色素胞がある。峡部Kは1個の黒色

素胞がみられる。消化管の背側には 5個，消化管の腹側には 1列， および腹中線に沿って，各筋節tと

ほぼ1個の星状の黒色素胞が点在する。 また， 体の後方では， 脊索背側に沿っておよそ 10個の粒状

の黒色素胞が筋肉中に観察される。

2) 仔 魚期 図 6B

筋節数 16+40=56

体各部の比はほとんど変化しない。脊索末端は直線状である。下尾軸骨および尾鱒条の形成が始ま

り，下尾軸骨11:14鱒条がみとめられる。体の後方の背中線に沿って，各筋節におよそ 1個，全部で

9個の星状の黒色素胞が出現する。脊索背側の黒色素胞は数を増し，すべての尾部筋節にみられるよ

うになる。

3) 稚魚前期
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Fig. 6. Three developm印刷 stagesof Stic，加側8 加 zawae. A. yolks加 larva，8・54mm BL 
(HUMZ-Lω'223); B.larv晶，12.72mmBL(HUMZ-L00235)・C.prejuvenile， 23.18 mm  
BL(HUMZ44 00220).Each seale indicases2mm. ， 

背鰭LlV，書鰭 39(全鱒条)，胸餓 14，尾鰭 15，筋節数 16+40=56

脊索末端は上屈し，尾鰭膜中にまで達する。膜舗の原基は喉位11::出現するが，鰭条がみとめられな

い。腹錨条を除く各鱒条はいくぶん伸長し， 定数fL達する。書館は背錨第 14放下から始まる。消化

管の背側の黒色素胞は 2列fL並ぶ。脊索背側の黒色素胞Jま，体の後方で確認できる。体後方の背中線

の各筋節にはほぼ 1個，全部で 11個の黒色素胞が点在する。腹中線には瞥鱒基部fLi個づつの黒色
素胞がみられる。

考察:本稚仔魚は筋節数 16~17 +40~41 = 56~58 の特徴から， Mak国 hok3)の提示したタウエガ

ヲ亜科 Stichaeinaeのタウエガヲ属 StichaeusfL属する種類であると考えられる。上野聞によれば北

海道南部沿岸には， タウエガ~ Stichaeus nozawaeとナガヅヵ S.grigorjewiの2種が分布する。

両種は脊椎骨数，背鱒条数および智鰭条数によって明瞭に区別できる(表 5)。

Table 5. 0，仰脚is側ザ開巾抑制ntsb伽帥 St必加e制 nozawaeand S. 
g'ng仰'jewi.(After Malc制 holc1958). 

spe伽|-

S陥伽制抑制wae I 14-16+34-41=ω--.;65 I XLIII-LI 
St化 抑 制 g均 ゆω15-16+42-日 8~61 1 LIII~LVI 

Verもebrae Dors晶lfin Anal命1

月'qo 向。向。-

q
d
V
4程
一

y
i
冒
且
一

斗

J

一

Y
A
Y
1

一
本稚仔魚は尾部筋節数が 40~41 であり，全書鱒条数が 39 である。これらの特徴はタウエガ~Iとよ

く一致する。また，久新(私信)によれば， ナガズカの産卵期は 6月頃であり，稚仔魚は脊索の背側

11::黒色素胞をもたない。本稚仔魚は 1月と 3月11::出現し， さらに， 脊索の背側fL筋肉中に埋没した黒

色素胞がみられるととから， タウエガ~fL同定された。
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ヱゾガジ Stichaeopsis nana Kner et Steindachner 

材料:本稚仔魚は 1978年5月5日と 5月16日11:，七重浜において集魚灯で， そして 6月6日11:，

汐首仰においてタモ網で採集された。発育段階は仔魚前期から稚魚期までに該当する(表 6)。

Table 6. Speci抑制 ω側初edand devel叩仰叫ω stag唱 inSt化加e叩Si8側側.

Col1ection Specimens I Number of I Body length I Developmental 
No・ I HUMZ・L I 日pecimens (mm) stage 

]3 
13 
13 
13 
16 
16 
21 
21 

記載:

1) 仔魚前期図 7A

筋節数 21+29=50

。ω38
00339 
00340 
00341 
00361 
00362 
00385 
00386 

1 
1 
1 
4 
1 
1 
1 
8 

9.55 
11.40 
13.96 

11. 60-13. 50 
16.43 
15.69 
15.23 

14. 94-15. 67 

Yolksac 1乱rva
Larva 

Prejuvenile 
L晶rva
Juvenile 
Juvenile 
Juvenile 
Juvenile 

体は側属する。紅門は体のおよそ中央，第 21筋節下11:開く。卵黄はほとんど認められない。脊索

の末端は直線状である。背鰭と傍鱒の鰭条'ままったく形成きれず，一連の膜鰭のみが存在する。尾端

部の腹側には，下尾軸骨および尾鰭条の原基が形成され始めている。胸舗の鰭条はまったく認められ

ない。

機状11:分校した黒色素胞は， 後頭域に 2個および消化管の背側に約 10個みられる。粒状の黒色素

胞は，消化管腹側の前方11:4個，および腹中線11:沿って 10数個認められる。体後方の脊索背側には，

およそ 8個の筋肉中に埋没した黒色素胞が存在する。さらに， 脅循基底上方にある筋節の境界に沿っ

て， 10数列の黒色素胞が並ぶ。

2) 仔魚期図 7B

筋節数 21+29=叩

体各部の比はほとんど変化しない。脊索末端はいくぶん上屈する。腹舗の原益が喉位11:認められる。

胸鱒条および尾鰭条の形成が始まる。胸鰭条数は明確でない。およそ 12本の尾鰭条が下尾軸骨の下

端にみられる。主飽蓋骨後縁11:，あらたに i個の樹状11:分枝した黒色素胞が出現する。腹中線の粒状

の黒色素胞の 1部は，情緒基底上方tとある黒色素胞列と連続する。

幼 稚魚前期図 7C

背舗 45，書簡 25(全鰭条)，尾鰭 14，胸鰭 16，筋節数 21+29=50

脊索末端は上屈し，尾鱒膜中にまで伸びる。胸鰭条および尾鰭条は十分に伸長し，定数11:達する。

背鱒条の原基が出現し，ほとんど定数に達する。両舗はいまだ尾鰭と鱒膜で連なる。腹舗は大きくな

るが，舗条はみられない。

黒色素胞は前餌蓋骨上部，峡部，両顎および背中線近くの背鰭基底部にあらたに出現する。

4) 稚魚期図 7D

背鰭 XLIV-XLVI，脅鰭 25(全鰭条)，尾鰭 13，胸鰭 15，腹鰭 1，4 

頭lま相対的に大きくなる o 背鰭条と腎鰭条はかなり伸長し， 両簡とも高きを増すが，いまだ尾鰭と

速なる。併l線は不明瞭である。
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Fig. 7. Developmental series of Stiehae叩 8I8 附 加 ・ A. yolksac 1乱円九 9.55mm BL 
(HUMZ-L 00338);B.larva 1140mm BL(EUMEt・L00339); C. prejuvenile， 13.96 
ZZKi;1rrzω); D. juvenile， 16.43 mm  BL (町田-L仰叫 Each 

黒色素胞は頭部背面，体側および胸鰭基底fr.散在し，特fr.背鰭基底と事号館基底では密である。虜錨

装底上方の黒色素胞列は不明瞭となる。生時の色彩は黒褐色である。

考察:本稚仔魚は筋節数が 21+29==田である ζとで特徴づけられ，地kushokS)が提示したタウ

エガク亜科 Stichaeinaeのエゾガジ Stichaeopsisnana fとよく一致する。また，中田11)によればエゾ

ガヲの稚仔魚は， 傍鱒通底上方の筋節の境界fr.約 10列の黒色素胞をもっとされている。本研究で採
集した稚仔魚も同様の特徴をもっている。

本稚仔魚の腹鰭は仔魚期t亡すでに認められ， 次fr.記載するムスヲガヲのものより早く出現するとと

から， ζの鰭の出現時期は両種のよい区別点となりうる。

ムスジガジ Ernogrammus hexagrammus (Temminck et Sch1egel) 

材料:本稚仔魚は 1978年5月16日， 22日および6月15日に， 七重浜において集魚灯で採集され

た。発育段階は仔魚前期から稚魚期fr.該当する(表 7)。
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Table 7. Spec伽 ensexa制作edand devel叩mental8tag哩 inErnogr切符仰制

he制 gramm'U8.

官 iJll間王1132ず|円自供|加e抑制
k
I必峨
vr一川川川
n
J叩
川
端
山
帆
叩

qd引

y
に
}
ャ
ヰ
引
J
川
川
市

4hyH4R

l

j

;

l

i

l

i

-

-

r

i

l

l

 

16 ω358 1 6.76 Yolksac larva 
16 。ω59 30 Yolksac larva 
16 00359 34 一 L畠W 晶

16 ω359 9 Prejuvenile 
17 00363 1 8.71 Larva 
17 ω364 1 11.56 Prehjuwve晶nile 
17 。ω65 13 9.19--9.48 
17 。ω65 37 9.釘--10.07 Prejuvenile 
22 ω387 1 14.09 Juvenile 
22 。ω88 4 13. 11--13. 59 Juvenile 

記蛾:

1) 仔魚前期図 8A

筋節数 14--15+31--32=45-47

体は侭l属する。紅門は体の中央よりや』前方，第14筋節下IL開く a わずかに卵黄が残り，油球が

みられる。脊索末端は直線状である。背簡と脅舗の錨条はまったく形成されていない。膜鱒は頭部に

はじまり尾舗を通って紅門後側まで続く，腹中線の膜舗は卵黄後方から紅門前側まで存在する。尾端

部の腹側ILは，下尾軸骨の原基が形成され始めている。

消化管の背側には， 4個の大きな黒色素胞がみられ， 消化管の腹側にはー列IL粒状の黒色素胞が並

ぶ。体後方の脊索背側には，筋肉中に埋没したおよそ 10個の黒色素胞がみられる。腹中線沿いには，

粒状の黒色素胞が観察される。

2) 仔魚期図 8B

筋節数 14-15+31-32=45-47

卵黄は吸収しつくされる。頭は相対的に大きくなる。脊索末端はいくぶん上屈する。胸鱒条は形成

きれていない。下尾軸骨の腹側におよそ 12尾儲条がみられる。

黒色素胞は峡部にあちたに出現する。消化管の腹面には，およそ 5個の星状の黒色素胞が点在する。

幼稚魚前期図 8C

背餓 40-41，脅錨 27-28(全鰭条)，胸鮪 16，尾鱒 14，筋節数 14-15+31-32=45-47 

体各部の比はほとんど変化しない。脊索末端は上屈し，尾鱒膜中にまで伸ぴる。胸錨条および尾儲

条はかなり伸長し，定数に遣する。背餓条および書簡条の原基が出現し， その数はほとんど定数であ

る。腹舗の原基は喉位にみとめられる。消化管の腹面の黒色素胞は数を増し，およそ 9個確認される。

4) 稚魚期図 8D

背錨 XL1-XLII，樗鰭 27-28(金舗条)，腹錨 1，3，筋節数 14-15+28-29 =42-44 

体各部の比は変化しない。背鋪条と梼舗条はかなり伸長し，両舗とも高きを増すが， いまだに尾鰭

と速なる。腹中線の膜鱒はみられない。

黒色素胞は後頭部と類部ILそれぞれ 1個，限備の後縁IL2個，頬部IL2個および主飽蓋骨の上縁IL

1個あらたに出現する。また，峡部および腹舗には黒色素胞が密IL出現する。

考察:藤田・内田町はムスヲガヲ Ernogra隅 mushexagrammusのふ化直後から稚魚期にいたる形

態と色素胞の変化を明らかにしている。また，中田11)は本種の仔魚前期から稚魚期までの個体を記

載した。彼らによると本種の稚仔魚の特徴は，筋節数が 15+30-32=45-47である ζ と，仔魚前期
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Fig. 8. Developmental serie自 ofErn句rammushexagram.例制・ A. yolks乱clarva， 6.76 mm  
BL (HUMZ-L 00358); B.larva， 8.71 mm BL (HUMZ・L00363); C. prejuvenile， 11.56 
mm  BL (HUMZ・L00364); D. juvenile， 14.09 mm BL (HUMZ・L00387). Each scale 
indicates 2 mm. 

に下尾軸骨の原基上に黒色素胞があるとと， および背鰭と轡鰭!r.鱒条の原基が出現し，その数が定数

11:達して後11:腹鰭の原基が形成きれる ζ とである。

本研究で使用したとれらの稚仔魚は，筋節数が 14-15+28-32=42-47といくぶん少ないが，黒

色素胞の分布状態や腹鰭形成の時期が彼ちの研究とよく一致する。従って， とれらの稚仔魚をムスラ

ガ;/!r.査定した。

また，本稚仔魚の鰭条は尾鰭，胸鰭，虜鰭と背鰭および腹鰭の順!r.出現して定数!r.達する。との順

序はエゾガヲ Stichaeopsisnanaとまったく同じである。しかし，腹鱒の原基はエゾガ汐よりも遅い

稚魚前期に出現する ζとが判明した。

リ晶ウゲウギンポ亜科 Chirolophinae 

フサギンポ Chirolophis japonicus Herzenstein 

材料:本稚仔魚は 1978年3月2日と 4月26日IL，七重浜において集魚灯で採集された。発育段階

は仔魚前期と稚魚前期に該当する(表 8)。
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徳屋・尼岡: 北海道南部沿岸域のギYポ亜目稚仔魚の分類

T'able 8. Spec仰 en8examined and devel叩mental8拘gein Ohirol叩hisj叩側icω.

Collection Specimens I Number of I Body length I DevelopmenωI 
No. HUMZ-L specimens (mm) stage 

民
U

O
耳

O
語

唱
・
4

唱

aA

00219 
00331 
00332 

喧

i
'
A
a
z

8.15 
28.78 

27.58-29.05 

Yo!ks品。 larva
Juvenile 
Juvenile 

記敏:

1) 仔魚前期図 9A

筋節霊堂 16+48=64

体は細長く側扇する。紅門は体の前1/3付近で，第 16筋節下/1:位置する。わずかに卵黄が残る。

脊索末端は直線状である。胸鰭は膜鰭。垂直鰭は頚部にはじまり尾舗を通って紅門直後まで続く一連

の膜舗である。尾端部には，下尾軸骨の原基が形成され始めている。樹状の黒色素胞は後頭部に 1個，

頚部/1:2個，肩帯の下部後方1<:1個，および消化管の背側11:6個分布する。尾部の筋節の脊索背側に

は， 筋肉中に埋没した粒状の黒色素胞が約却個みられる。消化管の腹仮IJおよび腹中線近くには星状

の黒色素胞が 1列に並ぶ，尾端部の腹側には 4個の粒状の黒色素胞が分布する。

Fig. 9. Two developmental stage泡 of011，的 Z叩hisj，叩側ic畑・ A.yolks9.C larva.， 8.15 mm  
BL (HUMZ-L 00219); B. juvenile， 28.78 mm BL (HUMZ-L∞331). Ea.ch sca.le 
indicates 3 mm. 

幼 稚魚期図 9B

背鰭 LXII，唇鱒 45-46(全鰭条)，胸鱒 14-15，腹鱒 5(全:鱒条)，筋節数 15-16+45-46=60

-62 

頭部の背面および頚部/1:多数の皮質突起がみられる。脊椎末端は上屈し，尾鰭膜中にまで達する。

背鰭および害事鱒は尾鰭と鰭膜で連なる。腹鰭は喉位に位置する。各鰭条は十分に伸長し， 定数に遣す

る。

主鯛蓋骨上11:1個および背鰭基底部近くの体側/1:4-6個の黒色素胞があらたに出現する。

考察:本稚仔魚は筋節数が 15-16+45-48=60-64である ζとからMakushok31が提示したリュ

ウグウギンポ亜科 Chirolophinae1<:属する種類であると考えられた。上野町，12) によれば，北海道南部
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沿岸にはキタフサギンポ So.ldatoviapolyactocephala.フサギンポ Chl・ro.lo.phisja，μnicusおよびリュ
ウグウギンポ C.o.ωhimeの3種が分布する。 ζれらの体節的形質の差異は表911':示される。

日 ble9. 00'1叩 aris仰 0.1抑制化 ω句協t8ammψthree species 0.1 Ohiro句hinae.

Species V，叫b間 1Dorsal fin '1 Anal fin 

8oldatovia polyacめcephala
Ohiro均 hisjap側化財

Ohirolophis o.tohime 

15+45=60 
16-17+“~ω=63-65 
16-17+48-51=64-68 

1，42 
1，45-47 
1，44-45 

本稚仔魚は筋節数 15-16+45-48 =60-64，背鰭62蚊および寄鍋 1蚊 44-45軟条である。 ζれ
らの特徴はフサギンポtとより近い。さらに，本稚魚は頭部皮質突起の状態がかなりフサギンポ成魚の
特徴に似ている。 ζれらの ζとから，本稚仔魚をフサギンポ11':査定した。

リaウグウギンポ Ohirolophis oto.hime (Jordan et Snyder) 

材料:本稚魚は 1978年 3月13日および5月8日IC，自尻において稚魚ネットで採集された。発育
段階は稚魚前期から稚魚期11':該当する(表 1ω。

Table 10. 8pecime附 examinedand devel，ゅ M 仰 1stage in Ohirol申his0.帥 4開.

Collection 
No. 

!伽山 |NmbMlMYMHUMZ・L specimens (mm) 

7 ω262 1 18.10 
T 00263 7 16.96-17.71 
7 00鈴4 4 
14 002筋 1 26.23 
14 00266 1 29.07 
14 00267 2 
14 00268 80 26.10-31，40 

記載:

1) 稚魚前期図 10A

背鰭 LX-LXVII，書鰭 43-44(金鰭条)

Developmental 
白色age

Prejuvenile 

PprrJeeujjuvuvveneennile iille e 

Juvenile 
Juvenile 
Juvenile 

体は長く側扇する。紅門は体の中央より少し前方11':開く。背舗と虜舗は尾鱒と鰭膜で連なる。腹舗
は喉位IC存在するが，鱒条はみられない。胸鰭条，唇鱒条および尾鰭条はよく伸長し，定数IC遣する。
背鰭条lまいまだ十分K伸長しない。頭部には隆起部がみられない。

背鰭着底，体{JIIJjf中線および智鰭基底に沿って黒色縦帯がみられ， ぞれらの聞には小さい黒色素胞
が分布する。生時の色彩は赤褐色または緑褐色を呈する。

幼稚魚期図 10B

背鰭 LXIl-LXIII，僻錨 1，41-42，腹鰭 2
前頭域IC隆起部がみられる。腹鰭1C2鰭条が認められる。腹鱒条を除き，各鰭条は十分に伸長する。

背鱒と智鰭は尾鰭と鱒膜で連tJ:る。

前頭域の隆起部から般を横切って前鯛蓋骨IC至る 1暗色帯がある。背舗には 9個の暗色斑がみられ
る。体側正中線上には，断続的11:黒色素胞の分布しない部分がある。生時の色彩は赤褐色または緑褐
色を呈する。
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体長 29.07mmの個体では，前頭域の隆起部の上方が伸長し始めるとともに，眼鴛の上縁tとも突

起が出現する。

Fig. 10. Two developmental stages of Ohirolophis otohime. A. prejuvenile， 18.10 mm BL 
(HUMZ・L (0262); B. juvenile， 26.23 mm BL (HUMZ-L (0265). Each scale 
indi伺，tes3 mm. 

考察:本種の稚仔魚は，稚魚前期では体表K多くの色素胞がみられるが，頭部K突起がなく， Jl[r~ 

が体の 4596以上回%未満K位置する。一方，フサギンポ Chirolophisj aponicus は稚魚前期にはほ

とんど色素胞がないが， 頭部K多数の突起があり， 紅門は体の 4096より前K位置する。乙れらの特

徴は両種を識別する明瞭な相違点である。上野叫11)によれば，北海道南部沿岸には本亜科にリュウグ

ウギンポ C.otohimeおよびフサギンポのほかに，キタフサギンポ Soldatuuiapolyactocephalaが分

布するが，脊椎骨数，背鰭条数および皆鰭条数で区別される(表 9)。

ウナギガジ盛科 Lumpeninae

ヌイメガジ Acantholumpenus mackayi (Gilbert) 

材料:本稚魚は 1978年 6月2日に臼尻において集魚灯で採集された。発育段階は稚魚期に該当す

る(表 11)。

Table 11. Spec伽 ensexamined側 ddevel叩mentals的geinAωntholω叩 en間 mackayi.

記載:

Collecもion
No. 

19 
19 
19 

1) 稚 魚期 図 11

Specimens 
HUMZ-L 

00378 
00379 
0ωt!0 

Number of Body length 
specunens (mm) 

1 38.62 
1 
9 36. 00-38.50 

背鰭 LXIX-LXXlI，構鰭 U，47，腹鰭 1，3，筋節数 27+50-51=77-78

Developmental 
的晶ge

Juve凶le
Juvenile 
Juvenile 

体は著しく長い。紅円は体の中央よりいくぶん前方， 第 27筋節下11:.開く。脊索末端は上屈し，尾

- 31ー



北犬水産業報 31(1).1980. 

鰭膜中にまで伸びる。胸鰭は著しく長くて大きく，体長の約 1896に達する。各錨条は十分IL伸長し，
定数に遣する。

頭部では，上顎1L1個，主飽葦骨11:2個および鱒膜上1L2個の星状の黒色素胞が分布する。粒状の
黒色素胞は，限禽の後下方に 1個，前飽蓋骨の上縁に 1個と下縁1L1個， さらに主鯛蓋骨の上方11:3 
個分布する。峡部には黒色素胞が密に分布し， 1暗色帯を形成する。胸鱒の基部下方}とは 1個の星状
の黒色素胞がみられる。背鰭若底tとは， 3個の粒状の黒色素胞が点在する。体側正中線iとは 9個の暗
色斑がある。腹部には 10個の星状の黒色素胞があり，区内直上から体前方に向って4個の粒状の黒色
素胞がみられる。脅鰭基底に沿ってー列11:粒状の黒色素胞が存在する。下尾軸骨から尾舗前縁にかけ
て大きな日音色斑がみられる。

Fig. 11. Juvenile of Acantho11刷 :penω maokα'yi，38.62 mm BL (HUMZ-L 00378). Scale indicates 5 mm. 

考察:本稚魚は筋節数 27+印 -51=77-78，背鰭 69-72杭容鰭2蚊47軟条および腹鰭 1蚊 3
軟条の特徴から，ウナギガジ Lumpenussagittaかヌイメガヲ Acantholumtenusmackayiである
と考えられる oMakushok3

) 11:よれば，前穫では僻鰭IL弱い 1蚊をもつのに対し，後種では鋭い 2蚊
である。本稚魚は脅鰭に鋭い 2 放をもつことによって，ヌイメガ~11:査定された。

オキカズナギ亜科 Opisthocentrinae 

ガジ Opisthocentrusocellatus (Ti1esius) 

材料:本稚仔魚は 1977年6月7日11:，目尻において稚魚ネットで，そじて 1978年3月9日から 4
月17日の問IL，七重浜において集魚灯で採集された。発育段階;ま仔魚前期，稚魚前期および稚魚期に
該当する(表 12)。

Table 12. Specimens examined仰 ddevelopmental s初gein Opisthocentr悩 ωellatus.

Collection 
No. 「首位|出;J|
1 00326 1 
1 00327 s 
6 00221 1 
6 00222 2 
8 00283 3 
9 00296 2 
10 00821 2 
11 。ω23 1 
11 00324 1 
11 00325 2 

記載:

1) 仔魚前期図 12A

筋節数 24-25+39-40=64-65

- 32ー

Body length 
(mm) 

22.07 
23.80-25.10 

12.26 
10.48-12.26 
12.09-12.79 
14.15-15.88 
18.67-13.85 

19.95 
19.45 

Developmental 
自tage

Juvenile 
Juvenile 

Yolks恥 larva
Yolk自aclarva 
Yolks畠clarva 
Yolks品clarv晶
Yolksac larva 
Prejuvenile (A) 
Prejuvenile (B) 

18.48-19.13 i Prejuvenile (A， B) 



徳屋・尼阿: 北海道南部沿岸域のギンポ][自稚仔魚の分類

体は細長く側扇する。庇門は体の中央よりいくぶん前方，第23筋節下11:開く， わずかに卵黄が残

る。脊索末端は直線状である。背鰭と書鰭の錨条はまったく形成されず，一連の膜鰭のみが存在する。

下尾軸骨の下側には，尾舗の原益が形成会れ始めている。胸鱒の鰭条はまったく認められない。

頭部および体側/1:.黒色素胞がみられ，肩域に数個，峡部11:1個，肩帯の下部後方lと1個および尾鰭

の原基上11:1個の星状黒色素胞がある。また，消化管の背側には約 10個，消化管の腹側には 1列/1:.，

そして腹中線11:沿って各筋節/1:.はおよそ 1個の黒色素胞が点在する。

2) 稚魚前期 (A) 図 12B

背錨 56.書鰭 36(全鰭条)，胸鱒 14，尾鰭 12，筋節数 25+40=65

頭は相対的に大きくなる。脊索の末端は直線状のま hである。下尾軸骨および上尾軸骨の形成が始

まる。背鰭と癖鰭に鰭条が形成され始めるが，定数11:達しない。両績は尾鰭と膜鰭で速なる。尾鰭に

は下尾軸骨部11:12条と尾部背側tζ4条，そして胸鰭には 14条の鱒条が認められるが， いずれも定数

に達しない。

下顎と主飽蓋骨域/1:.黒色素胞が出現する。腹中線沿いの黒色素胞は体の背方に向って拡がる。

3) 稚魚前期 (B) 図 12C

Fig. 12. Developmental serie8 of OpI8thoce叫trusωellat制 . A. yolksac larva， 12.26 mm  BL 
(HUMZ-L ∞221); B. prejuvenile (A)， 19.95 mm BL (HUMZ・L 00323); C. 
prejuvenile (B)， 19.45 mm BL (HUMZ・L00324); D. juvenile， 22.07 mm (HUMZ・L
00326). Each 8C晶leindic品加昌 3mm. 
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背鰭 LVII -L VIlI，唇鰭 II，38，胸鰭 19-20，尾鰭 12，筋節数 25十39-40=64-65

庇門は体のほぼ中央Ir.位置する。脊索末端はいまだ直線状である。背鰭，轡鰭および胸舗の鰭条は

定数に達する。皆鱒の'，2放は短い。尾鰭条はいくぶん伸長するが， 発達部位および鰭条数は前の発育

段階と同じである。

両顎，限禽前縁，後頭域および胸婚基部Ir.粒状の黒色素胞が分布する。また，体側には小塊状K黒

色素胞が出現し，一部で腹中線の縁の色のと連続する。背中線の縁の黒色素胞は一部で背鰭練にまで

拡がるo

4) 稚魚期図 120

背鰭 LIX-LX，轡鰭 11，38，胸鰭 19-20，尾鰭 15

脊索末端は上屈し，尾鰭膜中にまで達する。尾鰭条を除く各鰭条は十分iと伸妄する。尾鰭条は定数

tと達する。背鰭と害事鰭は鰭膜で尾鰭と連なる。黒色素胞は体全域に拡がり，体側では横帯を形成し，

背鰭と層号館では集塊状を呈する。尾鰭条間に黒色素胞が出現ずる。消化管の腹仮IJの黒色素胞の列は顕

著である。生時の色彩は茶褐色で，黒色横帯がみられる。

報業産水大オヒ

考察:本稚仔魚は筋節数 24-25+39-40=64-65の特徴から， Mak国 hok31 Iとよって示されたオ

キカズナギ亜科 Opisth∞:entrinaeのオキカズナギ属 OpistlwcentrusIr.属する種類である。上里子会1，121

によれば，北海道南部沿岸に分布する本属魚類は，ガヲ O.ocellatus，オキカズナギ O.zonopeお

よびムロランギンポ O.dybowskiiの3種である。乙れらのなかで， 腹椎数が20以上，尾機数が40

以上の種類はガジとムロランギンポである。 しかし，背舗が 57-59放である乙と， および尾部筋節

数が40以下であるととから，本稚仔魚はガジtと査定された。

次Ir.，本稚仔魚は成長tζ伴って紅門の位置に変化が認められた。そ乙で，!iI門前体長および紅門後

体長と体長との関係から回帰直線を求めて比較した(図 13)。その結果，前者では JogY = 1. 153 log X 

-0.498，後者では logY=0.84310gXー0.101であった。乙のことは， 厄門前体長の成長率が厄門

後体長のものより大きい ζ とを示している。 ζのことから，紅門の相対的位置は仔魚期では成長に

伴ってだんだんと体の後方へ移動し，体長 18.4mmでは体の中央部にあり， ぞれ以上の稚魚期では

逆に体の前方へ移動する ζ とが判明した。

本種の舗の形成過程について，鮪条は尾鰭，胸鰭，事事鱒および背鰭の頒に出現する。 しかし，鰭条

O 

• 
• 

ロ

1

8

6

O 

B 

14 13 
BODY LENGTH 1M MI 

Fig. 13. Relation of pre晶nusand pos句nuslength呂志obody length in 1品rvaeand juveniles 
of Opisthocentrus ocellatu8. Open circles (A)， po飾品nuslength， log Y =0.843 log X-
0.101; solid circles (B)， preanuB lengもh，log Y =1.153 log X--O.498. 
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徳屋・尼岡: 北海道南部沿岸域のギンポ亜日稚仔魚の分類

数は逆Ir.背鰭，癖鱒，胸鰭および尾鰭の順Ir.定数に逮する。本種の鱒の出現の順序は本科の他の亜科

の種類と同様であるが，働条が定数になる順序はまったく逆である。

尾鰭について，本科の他の亜科の種類では仔魚期から稚魚前期iLかけて脊索末端が上屈し，尾儲条

が定数Ir.達する o しかし，本種では稚魚前期でも脊索の上屈が認められず， 錨条も定数rc.遣していな

し、。
乙のように，紅門の位置は成長Ir.伴って相対的K変化すること，各鱒条の定数に遣する順序が他亜

科の種類とは逆である乙と，および尾鰭形成の時期が非常に遅い乙とが本種の特徴として掲げられ

る。

ムロランギンポ Opisthocentru5 dgbowskii Steindacbner 

材料:本稚仔魚は 1978年5月9日と 6月3a Ir.， 臼尻において稚魚ネットで採集された。発育段

階は仔魚期と稚魚前期κ該当する(表 13)。

T晶ble13. Bpeei'抑制 exami匁edand devel中mental5，抑 ein Opist.恥centrusdyω附 kii.

Collection自 Specimens Number of Body length DevelopIXlenぬl

No. HUMZ-L speClmen自 (mm) 自色晶ge

15 00352 1 15.33 Larv畠

15 00353 1 18.23 Prejuvenile 

15 003540 15 14. 10-16. 30 L晶W 晶

15 00317 15- 16.50-18.90 Prejuvenile 

20 00.紛3 1 16.03 Larv晶

記載:

1) 仔魚期図 14A

筋節数 24-25+42-44==66-69

体は細長く側属する。区門は体の中央よりやや前方，第M 筋節下Ir.開く。脊索末端は直線状であ

る。背舗と脅鱒の鰭条はまったく形成されず， 一連の膜鱒のみが存在する。尾端部の腹側iLは，尾舗

の原益が形成され始めている。腕鱒の鰭条はまったくみられない。

頭部には色素胞がない。峡部，肩帯の下部後方および尾鰭の原基上iL星状の黒色素胞がある。消化

管の背側にはおよそ 10偲，消化管の腹側Ir.は 1列， 腹中線K沿って各筋節にはおよそ 1個の黒色素

胞が点在する。

2) 稚魚前期函 14B

背舗 56-59，唇鰭 36-38，胸舗 16，尾鰭 12，筋節数 24-25+42-43==66-68

頭は相対的に大きくなる。区円の位置はいくぶん後方へ移る。脊索末端はいまだ直線状である。各

鰭条は形成され始めるが，定数Ir.遣していない。

頭部背面Ir.6個と耳胞内Ir.3個の粒状の黒色素胞が出現する。背中線Ir.沿って 5個，体側正中線iL

7個および腹中線Ir.沿って5個の小斑状の黒色素塊が出現する。

考察:本稚仔魚は筋節数が 24-25+42-44=67-69であるとと，形態が前述のガヲ Opisthocentrus

ocellatus Ir.酷似するとと，ガ?と同様に稚魚前期になっても脊椎末端が直線状である乙となどからオ

キカズナギ属OpistJwcentrusIr.属する種類である。本稚仔魚をガジのものと比較すると，次のような

相違点がみられた。 1)本稚仔魚では儲条が原益状である段階で，すでに体側Ir.黒色素胞が出現する

(ガヲでは働条がかなり伸長しているにもかかわらず，体側K黒色素胞が出現していない)0 2)腹部

筋節数は 42-44(ガクでは 40)0 3)腹中線沿いの黒色素胞は少ない。 ζれらの特徴から， 本稚仔魚
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F1g.14.Two developmental stqeaof oputhocent7148dgbmuskit-A.larva，15.33mm BL 
(HUMZ・L 00352); B. prejuvenile， 18.23 mm BL (HUMZ・L 00353)・ Eachscale 
indic晶飴s3 mm. 

はムロランギンポ Opisthocentrusdybowskii K同定された。本種においても，ガひと同様K紅門の

位置が変化するらしい。本種の稚仔魚はガ?とかなり類似した成長過程を経ると考えられる。

ムシャギンポ亙科Alectriinae

ムシャギンポ属の種類 Alectrias sPp. 

材料:本属の稚仔魚は 1978年 3月2日から 5月16日までの間K，七重浜において集魚灯で，そし

て1978年 6月3日に臼尻において稚魚ネットで採集された。発育段階は仔魚前期から稚魚期K該当

する(表 14，15， 16)。

本属の稚仔魚は仔魚前期から稚魚前期までは，種的分類形質が発現していないために， 明確に種ま

で査定する ζ とが出来なかった。しかし，稚魚期になると体の色素胞の分布状態や碍鰭条数などから，

キタノトサカ Alectriasalectrolophusとムシャギンポ A.benjaminii Iζ識別できる。従って，稚魚

前期まではムシャギンポ属の種類としてs そして稚魚期では 2種に分けて記載する。

T乱ble14. Specime制 examinedand dlltJel叩mentalstage in Alωtrias spp. 

Collection Specimens Number of Body lengぬ Developmental 
No. HUMZ-L 自peClmens (mm) st晶，ge

5 00218 1 9.60 Y olksac larva 
8 00鎚盛 1 8.88 Yolksac 1晶rv晶

8 00285 11 8.06-8.86 Yolks品。 l晶rv晶

9 00297 2 10. 05-10. 69 Larv品
10 00316 4 8.70-8.90 Y olksac larva 
10 。ω16 25 9.01-11.0 Larva 
10 。ω19 1 14.84 Prejuvenile 
10 00320 30 10.89-12.87 Larva 
11 00328 1 11.78 L晶W 品
11 00395 1 9.64 Yolk自前 l晶rva
11 00395 24 11.85-13.87 Larv乱

20 00382 1 15.00 Prejuvenile 
ト
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Table 15. spωime叫se抑制πedaru1 devel中menta18伽gein Alectr仰 alectrol旬hω.

記載:

Collection 
No. 

13 
13 

18F…|山erof I附 WhlDevelopmmtal
EUMZ-L I spec加由国 (mm) stage 

I ~幽 |1|m
0ω03鎚43 11ω9.0ω  2 

Juvenile 
Juvenile 

Table 16. Sp仰側n8ex，開 ，inedaru1 devel，叩menω18t句ein Alectrias benjaminii. 

Collection Specimens I Number of I Body length I Developmental 
No. HUMZ-L specime田 (mm) s伽ge

11 00329 1 17.89 Juvenile 
11 。ω30 11 18.25-18.30 Juvenile 
12 。ω3' 25 17.60-19.80 Juvenile 
13 003<< 20 16.75-19.11 Juvenile 
13 ωM5 21 17.10-19.20 Juvenile 

-16 00360 1 17.90 Juvenile 

1) 仔魚前期図 15A

筋節数 18-19+44-45=62-64

体は細長く側濡する。匹門は体の前方，第 18筋節下に開く。わずかに卵黄が残る。脊索末端は直

線状である。背鰭と僻絡の鰭条はまったく形成されず，一連の模鰭のみが存在する。胸鰭には鰭条は

認められない。

Fig. 15. Three developmen旬1st時間 ofAlectrias spp. A. yolksωlarva， 8.88 mm BL 
(HUMZ-L 00284); B. 1品rva，11.78 mm BL (HUMZ-L 00328); C. prejuvちnile，14.84 
mm BL (HUMZ-Lω恒例. E品chscale indica飽s3 mm. 
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後頭域，頚部および肩帯の下側にそれぞれ 1個の樹状の黒色素胞がみられる。消化管の背側には 5

個の星状の黒色素がみられ，また消化管の腹側には 1列11:黒色素胞が並ぶ。体後方の脊索背側11:は筋

肉中Iζ埋没した 14個の黒色素胞が点在する。腹中線に沿って各筋節11:1個の黒色素胞がみられる。

尾端部の腹側には粒状の黒色素胞が2個みられる。

2) 仔魚期図 15B

筋節数 18-19+44-46=62-65

体各部の比は変化しない。脊索末端はいくぶん上屈し，下尾軸骨の形成がはじまる。尾舗は下尾軸

骨の腹側11:12条と尾部の背側11:3条みとめられる。絢鰭ICは鱒条の原基がみられる。背鱒と覇軍舗の

鰭条は形成きれず，両舗は尾鰭と連なる。

黒色素胞は仔魚前期とまったく変わらない。

3) 稚魚前期図 15C

背鰭 50，皆鰭 39-40，胸鰭 12，尾鰭 13，筋節数 19+44-45=63-64

体各部の比には変化がみられない。脊索末端は上屈し，尾舗膜中にまで{申ぴる。胸鰭条と尾錨条は

ほとんど定数IC達する。背鰭条と容鰭条は出現するが，定数Il:達しない。

2個の黒色素胞は主鯛蓋骨の下方にあらyこに出現する。下尾軸骨の黒色素胞はいくぶん大きくなる。

キタノトザカ Alectrias alectrolophus (Pallas) 

記載:

1) 稚魚期図 16

背鰭 LVIIl-LIX，書鰭 1，42，胸鰭 12，尾鰭 12，筋節数 18+45=63

前頭域に隆起部がみられる。各鰭条は十分に伸長し，定数Il:遣する。背鰭と書簡は後方11:肉って高

きを増し，尾鰭と鰭膜で連なる。

Fig. 16. Juvenile of Aledr必salecか叫叩hω，16.91 mm  BL (HUMZ・L 00342). Scale 

indica初日 3mm. ー

頭部には助から眼需の前縁にかけて l条， および眼傭から放射状1C5条の暗色帯がみられる。両顎

および主鯛蓋骨に黒色素胞が分布し，前鯛蓋骨の上縁から主鱒蓋骨の上縁にかけて 1暗色帯を形成す

る。体-fl\~1とは，背鱒基底域を除いてほとんど全域Il:黒色素胞が分布する。

最大体長の個体 (19.02mm)では，背鰭基底域を除き体の黒色素胞は密度を増し，背鰭基底域11:白

色帯を形成する。体側に側線がみられる。

ムシャギンポ Alectrias benjαminii J ordan et Snyder 

記載:

1) 稚魚期図 17

背鰭 LVlII-LIX，僻鱒 1，38-1， 41，胸鱒 12-13，尾鰭 12，筋節数 18-19+44-45=62-64 

前頭域IC隆起部がみられる。各鰭条は十分に伸長し，定数Il:達する。背舗と僻鱒は後方11:向って高

さを増し，尾鰭と鰭膜で連なる。
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体表fr.黒色素胞が密fr.分布せず，稚魚前期と同様に配列する。

Fig. 17. Juvenile of Alectrias benjaminii， 17.89 mm  BL (HUMZ-L 00329). Sc品leindica伽
3 mm. 

考察:本稚仔魚は筋節数が 18-19+44-46 =62-65であり，乱1akushok3)によって提示きれたム

シャギンポ亜科 Alectriinaefe属すると考えられた。上野5) によれば，北海道沿岸域にはキタノトサ

カ Alectriasalectroloρhusとムシャギンポ A.benjaminiiの2種が分布する。両種は成魚において

は僻鰭条数によって識別しうる5)。しかし，仔魚前期から稚魚前期までの個体では， ζの分類形質は

未発達のため種まで査定する ζ とが出来尽かった。本属の稚魚は稚魚期になると，害事鰭条数や体の色

素などから明瞭に区別できる。キタノトサカの稚魚はムシャギンポのものより早い時期fr.， 体表fr.黒

色素胞が出現し，さらに，智鰭が42軟条である。一方， ムシャギンポの稚魚は，鰭条が定数に達し

でも，体表fr.黒色素胞が出現せず，害鰭が 38-41軟条である。

本属の2種の稚仔魚の鱒条は， タウエガク亜科 Stichaeinaeの種類のものと同様に， 尾鰭，胸鰭，

智鰭と背鰭の順に出現し，同じ順序で定数tと達するととが判明した。

アミメガジ亙科 Xiphisterinae

ダイナンギンポ DictY080maburgeri Van der Hoeven 

材料:本稚仔魚は 1978年6月15日と 6月22日fr.七重浜において，集魚灯で採集された。発育段

階は仔魚前期と稚魚前期fr.該当する(表17)。

Table 17. 

Collection 
No. 

22 
22 
23 

Spe:cime附 examωd仰 ddevel叩 menω1stag唱仇 Dictyo印刷 burgeri.

Specimens I Number of I Body length I 
EIUMZ・L specimens (mm) 

9.42 
8.20-9.06 
18.70 

唱

-A白
羽
“
司
唱
・
-
-

Developmenぬ1
白色age

Yolk自制 l晶r刊
Y olksac larva 
Prejuvenile 

00389 
00390 
00394 

記載:

1) 仔魚前期図 18A

背鰭 LVII，11，書鰭 II，43，胸鰭 11，尾鰭 17，筋節数 23+45=68

体は細長く側属する。紅門は体の中央より少し前方，第 24筋節下fr.開く。わずかに卵黄が残る。

脊索末端は直線状である。背緒および碍鰭の鰭条はまったく形成されず，一連の膜鰭が存在する。尾

端部の腹側には，尾鰭の原基が形成され始めている。胸鱒の鰭条はみられない。

頭部fr.黒色素胞はない。肩帯に 2個， および消化管の背側に 8-9個の樹状fr.分校した黒色素胞が

みられる。消化管の腹仮IJでは， 卵黄のうの腹面fr.相互に連絡した数個の黒色素胞が 1列fe並ぶ。体側

正中線の後方には， 5-7個の樹状の黒色素胞が点在する。腹中線に沿って，各筋節にはおよそ 1個の

黒色素胞がみられる。
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幼稚魚前期図 18B

背鰭 LVII，11，覇軍鰭 11，43，絢鰭 11，尾鰭 17，筋節数 23+45=68

体各部の比は変化しない。脊索末端は上屈し，尾舗膜中にまで達する。背鰭と脅舗は尾崎と錨膜で

速なるが， ζれらの聞に欠刻があるo 各錨条は十分に伸長し，定数11:達する。背鰭の後部は軟条から

なる。腹舗はない。

Fig. 18. Two developmental stages of D似伊8例制 burgeri. A. yolk飾 cla.rva.， 9.42 mm BL 
(HUMZ-L∞389); B. prejuvenile， 18.70 mm BL (HUMZ・L∞'394). E畠chs偶 le
indicaぬs3 mm. 

胸舗の蓮部に 1個， 消化管の腹側1L2個および紅門の前上方に 2個の星状の黒色素胞がみられる。

体側正中線の後方11:5個および尾柄部の脊索背側に約 10個の 1列に並ぷ小さい粒状の黒色素胞があ

る。書簡の基底にはおよそ 20個の粒状の黒色素胞が点在する。

考察:本稚仔魚は筋節数が 23-24+45=68-69であり， 体側正中線の後方に 5-7個の樹状の黒

色素胞が点在するととから， 塩垣・道津9)および Yatsu，Y邸 udaand Takil8)にまって明らかにされ

たダイナンギンポ属 Dic.切 somaIL属すると考えられた。後者13)によると，ダイナンギンポ属にはダ

イナンギンポ D.伽 rgeriとベニツケギンポ D.n必rimaculataの2種が生息し，両種は表 18の特徴

で区別会れている。 ヘ

本稚仔魚は総筋節数が 68-69，総背鰭条数が 68，そして時鱒軟条数が 43である乙と，および腹鰭

がない乙となどの体節約形質から，ダイナンギンポに査定された。

Tablel8. Usザ包1character8 to se.抑 mteDicly.ω聞協 bu吻eri介.om
D必勿ω仰叩門tbrinωculωa.(After Yat側 ，Yasuda and Talci 1978). 

伽附句rs D. b叩

To旬1verもebr帥
To色晶1dors品1fin rays 
80ft晶naIr晶ys
Pelvic fin rays 

66-72 
62-69 
40-45 

pres阻も orabsent 

=シキギンポ科 Pholidae 

61-66 
157-62 
36-40 

pr唖senも

ニシキギンポ科目〉稚仔魚は，体が著しく長く，側属する乙と.)JI門が体長の 5596以上 6096以下

の範囲に位置する ζ と，および筋節数が 80を越える ζとで特徴づけられている。
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本研究では北海道南部沿岸11:分布するニシキギンポ亜科 Pholinaeのギンポ属 PJwlisの3種のう

ち，ギンポ pholisne.伽 losusとハコダテギンポ P.tacza1W叩 skiiの2種を採集した。 ζのうち， ギ

ンポ11:2つのタイプがみとめられた。

本科稚仔魚はタウエガヲ科 Stichaeidaeのものに外見的11:類似するが，上記の特徴で明瞭に区別し

うる。

稚仔魚の種の検索

la. 尾部筋節数は 47-520 10数個の黒色素胞が尾柄部の脊索背側の筋肉中にみとめられる。総瞥
錨条教は 44-47。稚魚期以降では，吻織から限を横切って主鱒葦骨後縁に達する 1暗色帯が
みられる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ハコダテギγポ Pholistacza問問skii(8悦 indachner)(p. 46) 

lb. 尾部筋節数は 41-45。 黒色素抱は尾柄部の脊索背側の筋肉中に存在しない。総野鰭条数は
39-42。稚魚前期 (B)以降では限のまわりに 5個の暗色斑または5条の放射状暗色帯がみら
れる ・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

2品.仔魚前期と仔魚期 (A)(B)に，肩帯に黒色素胞をもたない。稚魚前期 (A)では，腹鰭条はみ

とめられない。稚魚前期 (B)では，体に濃く黒色素胞が出現する。稚魚期には体側に検斑状
模様がみられる。.... 

・ギγポ， 11イプ 1PhoUs叫ebulo8UsTemminck et 8chlegel， Type 1 (p. 41) 
2b. 仔魚前期と仔魚期 (A)(B)に，左右の肩帯の少なくとも一方に黒色素胞をもっ。稚魚前期 (A)

では，腹鰭条がみられる。稚魚前期 (B)では，体の黒色素胞は濃くない。稚魚期には，体の
全域に黒色素が分布する・・.......

・ギγ>T-，タイプ 11Pholis叫ebul08U8Temminck eも8chlegel，Type 11 (p. 44) 

ギンポ Phol“nebulo8u8Temminck et Schlegel 

材料:本稚仔魚は 1978年1月13日から 1978年5月22日の聞に，七重浜tとおいて集魚灯で採集さ

れた。発育段階は仔魚前期かち稚魚期化該当する(表 19)< ζれらの稚仔魚には明瞭に 2つのタイプ

が観察された。仔魚前期と仔魚期において，肩帯11:墨状の黒色素胞がないものをタイブ Iとし，少な

くとも左右のー側にζの色素胞があるものをタイプ 11とした。稚魚前期以降においては，同じ発育

段階であっても，早く色素胞が出現するものがタイプ 111:，早く腹鱒条が出現するものがタイプ III1:

相当する。本研究では， とれらの 2つのタイブをそれぞれ区別して記載する。

ギンポ，タイプ 1 Pholis nebulo8u8 Temmincket Schlegel， Type 1 

12載:

1) 仔魚前期図 19A

筋節数 42-43+41-45=83-88

体は著しく長く，側扇する。庇門は体の中央よりいくぶん後方， 第43筋節下11:開く，わずかに卵

黄が残る。脊索末端は直線状である。背鰭と脅舗の償条はまったく形成きれず，一連の鰭膜が存在す

る。尾端部の腹側には，尾舗の原基が形成きれ始めている。絢舗の鱒条はまったく認められない。

頭部には黒色素胞はみられない。胸鰭の基部下側11:1個および消化管の背側K5個の星状の黒色素

胞が観察される。消化管の腹側には 1列， および腹中線沿いの各筋節にはおよそ 1債の黒色素胞が点

在する。

2) 仔魚期 (A) 図 19B

筋節数 42-43+41-43=83-86

頭は相対的11:小きくなる。脊索末端は直線状である。下尾軸骨の形成が始まる。胸鰭条が出現し始

める。 12尾鰭条が下尾軸骨部にみとめられる。背鰭と脅舗の鱒条はいまだ形成されず，両鰭は尾鰭と

膜鱒で速なる。

下尾軸骨上11:2個の星状の黒色素胞が出現する。消化管の腹側および腹中線K沿う黒色素胞には変

化がみられない。
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T晶ble19. Spωimen8 exa'倒的00"develop仰ental8tageα符dtype in Pholis nebulo8u8・

Colleωion 
No. 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
3 
3 
3 
3 
6 
6 
6 
6 
5 
5 
5 
5 
5 
6 
6 
6 
8 
8 
8 
8 
9 
9 
9 
9 
9 
10 
10 
10 
10 
10 
11 
11 
11 
11 
11 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
12 
13 
13 
13 
13 

I ~伊抑G叩 I~肌Num山1m
HUMZ-L I specimens (mm) 自凶tω晶g伊:e

00191 1 10.10 Y olksac larva I 

00192 1 11.73 Yolksac larv品 I 

00193 6 10.08-11.45 Y olksac larv晶 I 

00193 64 11.60-12.64 Larv晶 (A) I 

00194 1 11.47 Y olksac larv晶 II 

00195 1 12.47 L晶W 晶 (A) II 

00196 1 11.49 Y olksac larva II 

00196 11 11.64-12.47 Larva (A) 魯 II 

00197 2 11.10-11.30 Y olksac larv畠 II 

00197 2 11.45-11.93 L品四晶 (A) II 

00198 1 11.30 Yolk自 制 larva I 

00198 1 11.48 Larva (A) I 

00199 1 14.96 L晶W 晶 (A) II 

00200 20 12. 05-13. 55 Larv晶 (A) II 

00225 1 13.52 Larva (A) I 

。ω26 29 11.95-12.46 L晶W 晶 (A) I 

ω1227 1 19.29 L晶rva(B) II 

。ω28 3 11.30-12.44 Y olksac larva 日

00228 24 12. 12-16.81 Larva (A) II 

。ω29 1 20.28 Larva (B) I 

00230 17 11.89-15.64 Larv晶 (A) I 

。ω53 20 12.06-13.62 L品W 晶 (A) II 

00254 14 10.20-11.90 Yolks晶clarva I 

。ω54 32 11.80-却 .21 L晶rva(A) I 

00274 76 12.40-20.90 Larv晶体) II 

00274 3 20.70-22.39 Larva (B) II 

00275 2 10.08 Yolksac larva I 

。ω75 25 12.10-20.06 L晶rva(A) I 

。ω01 38 14.09-21.28 Larv晶 (A) II 

00301 7 22.60-23.36 Larv晶 (A) II 

00302 45 14. 84，-21. 08 Larva (A) II 

00303 53 12.30-19.50 Larv晶体)
z 

。ω03 5 18.83-21. 19 Larv晶 (B) I 

。ω14 26 11.50-18.10 L晶W 晶 (A) II 

00314 11 19.40-22.35 Larv晶 (B) II 

00314 4 24. 02....，)28. 77 Prejuvenile (A) II 

00315 32 12.25-18.99 Larv晶 (A) I 

00315 6 19.30-21.21 L晶rva(B) I 

00322 2 15.40-16.90 Larv晶 (A) II 

00322 2 18.10-22-30 Larva (B) II 

00322 5 29.80-31. 92 Prejuvenile (A) II 

00396 2 27.15-27.33 Prejuvenile (A) 工

00396 1 27.46 Prejuvenile (B) I 

00335 1 30.85 Prejuvenile (A) II 

00336 1 28.19 Prejuvenile (A) I 

00337 1 20.90 L晶rv晶 (B) H 

00337 T 26.26-32.96 Prejuvenile (A) II 

00397 2 16.50-17.20 L晶W 晶 (A) I 

00397 2 26.30-27.50 Prejuvenile (A) I 

00397 1 28.10 Prejuvenile (B) I 

00346 1 33.05 Prejuvenile (B) II 

00347 1 28.03 Prejuvenile (B) I 

00348 6 28.50-31. 80 Prejuvenile (A) II 

00348 3 31. 00-32.40 Prejuvenile (B) II 
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Collection I Spec泊時国

No. I HUMZ.L 

16 
16 
16 
16 
17 

Table 19. (Cont句協ed)

Number of I Body length I Development晶l
specimens (mm) 凶age

TEA
ト

r
L
Y
-
-
-
T
E
A
T
-
A

τ
A
1
J
Y
A
T
A
T
i
 

Type 

Juvenile 
Juvenile 

Prejuvenile (B) 
Juvenile 

Prejuvenile (B) 

34.20 
31. 61 

28.44-30. 86 
29.43-30.40 

30.60 

Fig. 19. Developmental series of Pholi8 nebulo8附 Type1. A. yolksac larva， 11.73 mm  BL 
(HUMZ-L 00192); B. larva (A)， 13.52 mm BL (HUMZ・L∞1225);C. lar刊 (B)，
20.28 mm BL (HUMZ-L 00229); D. PI吋uvenile(A)， 28.19 mm BL (HUMZ-L 00336); 
E. prejuvenile (B)， 28.03 mm BL (HUMZ-L 00347); F. juvenile， 31.61 mm  BL 
(HUMZ-L 00369). Each sc乱leindicates 3 mm. 
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3) 仔魚期 (B) 図 19C

背鰭 55-73， 書鰭 25-42(全鰭条)，胸鰭 11-12，尾鰭 11-14， 筋節数 42-43+41-43=83

-86 

脊索末端はいくぶん上屈し，下尾軸骨と上尾軸骨の形成が始まる。腹鰭の原基が喉位IL出現する。

胸鰭条数と尾鱒条数はおよそ定数である。背鰭条および脅鱒条の原基が出現するが， いまだ定数IL達

していない。背鰭と書館は尾鰭と膜舗で連なる。腹中線IL沿う黒色素胞はよく分校し，顕著になる。

4) 稚魚前期 (A) 図 19D

背鰭 LXXVIII-LXXX，書簡 11，38-39，胸鰭 12-13，尾鰭 13-14， 筋節数 41-43+42-43=

84-86 

体各部の比は変化しない。脊索末端は上屈し，尾鰭膜中にまで遣する。腹鰭i主原基状で，鰭条は認

められない。背鰭，智鱒，胸鰭および尾舗の各鱒条は定数IL遼する。

眼需の1:後方から後頭域にかけて帯状IL黒色素胞が出現する占助，上顎および前鯛蓋骨IL粒状の黒

色素胞が点在する。胸鰭基底11:1個，体側正中線IL約 10個，そして腹部に約20個の粒状の黒色素胞

がみちれる。腹中線IL治って，梼鰭条の各孟底Iとそれぞれ 1個の星状の黒色素胞が規則的に並ぷ。

5) 稚魚前期 (B) 図 19E

背鰭 LXXVII-LXXXI，書鱒 II，38-40，胸鰭 12-14，尾鰭 14，腹錨 1，筋節数 41-43+42-

43=84-86 

体の各部の比は変化しない。上屈した脊索末端はいまだ観察される。腹鰭以外の各鰭条は十分に伸

長し，成魚とほとんど同じ形状となる。 1腹鱒条が認められる。

黒色素胞は頭部および体側正中線より下方IL，かなり濃く出現し，小集塊状を呈する。腹中線の黒

色素胞は一部で体側正中線の黒色素胞と連絡し，次第IL検斑状を呈する。

6) 稚魚期図 19F

背鰭 LXXX，樽鱒 II，.40，胸鰭 14，尾鱒 15，腹鱒 2(全鰭条)

体各部の比はほとんど変化しない。上屈した脊索末端がいまだに観察できる。腹鰭K2鰭条が認め

られる。

黒色素胞は，頭部では限のまわりの 5個所で三角形の集塊状を呈し，体側では横斑状となる。生時

の色彩は黒褐色である。

ギンポ，タイプ 11 Pholis nebulosus Temminck et Schlegel， Type 11 

仔魚前期および仔魚期(却と (B)では，左右の肩帯11:黒色素胞がある ζ と*を除き， タイプ Iと

同様の成長過程を経る。従って， これらの期では体節的形質のみを示す。

記載:

1) 仔魚前期図 20A

筋節数 43-44+41-43=84-87

2) 仔魚期 (A) 図 20B

筋節数 43-44+41-43=84-87

3) 仔魚期 (B) 図 20C

背鰭 LVlI -LXXVI，傍鱒 36-41，胸鰭 12-14，筋節数 42-44+42-45 = 84-89 

4) 稚魚前期 (A) 図 20D

背鱒 LXXVII-LXXXI，膚鰭lI， 38-39，胸鰭 11-14，尾鰭 13-14，腹鰭 1-2(全鰭条)

筋節数 41-42+42-43=83-85

*まれに，左右のー側にしか出現しない僧体が認められた。
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証麺 在ど議

Fig. 20. Developmenta.l 8eries of Pholis処eb協 側匂peII. A. yoIks晶ola.rva.， 11.47 mm 
BL(HUMZ・L00194); B. la.rv晶 (A)，14.96 mm BL (HUMZ・Lω199);C. 1晶rva.(B)， 
19.29 mm BL (HUMZ・L∞'227);D. prejuvenile (A)， 30.85 mm BL (HUMZ・L∞335);
E. prejuvenile (B)， 33.05 mm BL (HUMZ・L∞S鋪);F. juvenile， 34.20 m皿 BL
(HUMZ-L 00368). Ea.oh 80晶leindio晶旬83mm. 

体は著しく長く，但，IJ扇する。脊索末端は上屈し，尾鰭膜中にまで遺する。腹舗は喉位にあり 1ま

たは 2鱒条がみとめられる。胸鱒，背鱒，担F鱒および尾舗の錨条は定数に達する。星状の黒色素胞は

胸錨基底Ir.l個と腹部Il:5個分布する。腹中線Il:沿って，事F錨条の各基底にそれぞれ 1個の昼状の黒

色素胞が点在する。

5) 稚魚前期 (B) 図却E
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背鰭 LXXVIII-LXXXI，害事鱒 II，38-40，胸織 12-13，尾鱒 14，腹鱒 2(全鰭条)， 筋節数 41

-43+41-43=82-86 

体各部の比は変化しない。上屈した脊索末端はいまだ観察される。腹鱒条は定数tζ達し，比較的よ

く発達した 1条と乙ん跡的な 1条からなる。胸鱒，背鰭.""鰭および尾鰭の各鰭条は十分に伸長し，

成魚とほとんど同様の形状となる。

黒色素胞は，頭部では眼から放射状1<:明瞭な 5条の暗色帯を形成し，体側では背中線，体保!J正中線

および腹中線1<:沿って走り， 3縦列に並ぶ不規則f，t暗色斑となる。

ω稚魚期図 20F

背鰭 LXXVIII-LXXX，傍鰭 11，38-39，胸錨 12-14，尾鱒 14，腹鰭 2(舎鱒条)

体各部の比は変化しない。脊索末端はいまだに上屈している。

頭部の5本の放射状暗色帯および体の3本の縦列斑は明瞭であるが， ぞれらの間にあらたな黒色素

胞が出現し，体のほとんど全域をうめる。

考察:本稚仔魚は Russell10)によって報告された Plwlisgunnellusのものに形態や色素の分布状

態が酷似している ζとから， 同属の魚類であると考えられた。 さら 1<:，本稚仔魚は筋節数が 41-45

+41-45=82-89である ζとから， Makushok3)によるギンポ亜科 Pholinaeのギンポ属 Plwlisの

特徴1<:相当するo 上野12)によると， 北海道近海には 3種の本属魚類が分布する。そのうち， 南部沿

岸に分布が認められているのは，ギンポ Pholisnebulosusとハコダテギンポ P.taczanowskiiの2

種である。両種は尾機数(前種では 43-45，後種では 47-151) と腎鰭条数 (11，36-40;!I， 42-45) 

k明瞭な相違がみられる。本稚仔魚は尾部筋節数が 41-45，および総標語条数が 39-42である乙

となどからギンポに閑定された。

次1<:，種内tζ認められた 2つのタイプの差異について検討した。まず，仔魚前期と仔魚期において，

肩帯1<:星状の黒色素がない個体をタイプ Lあるものをタイプ IIとした。稚魚前期以降では，同じ発

育段階であっても色素胞が早く出現する個体がタイプ 11<:，腹鰭条が早く出現するものがタイプ 11に

相当するととが判明した。さらに，阿タイプの筋飾数1<:多少の差異が認められたので， それについて

分析を行なった。その結果，タイプ Iでは筋節数は 82-88の範聞にあり， モード 84，平均値 84.66，

そして標準偏差1.419であった。タイプ 11ではそれは 83-89の範囲にあり，モード 86，平均値

85.88，そして標準偏差1.064であった。以上のととから，両タイプでは筋節数の変異編は大きく重複

する。平均値においては，タイプ IIはタイプ Iよりいくぶん大きい値を示すが，標準偏差を考慮す

ると，両タイプの分離は明瞭でない。

本種tと認められた 2つのタイプは別種である可能性が示唆された。しかし，稚仔魚の色素胞の差異，

色素胞と腹鰭条の出現時期， および筋節数のモードと平均値の差異だりから別種として断定する ζと

は出来なかった。さらに成魚を含めた検討が必要である。

ハコダテギンポ Pholi8 taczano即時ii(Ste恒 dachner)

材料:本稚仔魚は 1978年5月8日と 9日および6月2日と日 31ζ， 臼尻において稚魚ネットで採

集された。発育段階は仔魚期から稚魚期に該当する(表 2ω。

記載:

1) 仔魚期図 21A

筋節数 38-40+48-52""86-92

体は著しく長く，仮l踊する。紅門は体の中央部よりいくぶん後方，第38筋節下1<:開く。背索末端

は直線状である。背鰭と癖鰭の鰭条はまったく形成されず，一連の膜鱒のみが存在する。下尾軸骨の
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T晶ble20. Spec初~制 examined 仰d devel叩m倒的18ωgeぬ Pholistacza仰 w8kii.

白¥lection
No. 

lSF-lhmberof l BO布 length
HUMZ-L specimens (mm) 

晶4u n
 

au m
m
d
 

句
制

d

s

 

v
 

au D
 

14 00349 1 22.96 PreLjuavwena ile 

15 00350 1 16.15 

15 00S51 13 12.98-16.50 Larva 

15 。ω51 19 15.50-21.34 Prejuvenile 

18 00374 1 26.07 Juvenile 

18 00375 9 22.24-26.ω Juvenile 

形成が始まり， 10尾鰭条がみとめられる。胸鰭の鰭条はまったくみられない。頭部には黒色素胞はみ

られない。胸鱒基部と峡部にそれぞれ数個の粒状の黒色素胞があるo 消化管の背側には約10個の星

状の黒色素胞がある。消化管の腹側にはー列に黒色素胞が並ぶ。腹中線に沿って各筋節にはおよそ 1

倒の黒色素胞が点在する。尾柄部の脊索背倶)Jには，筋肉中11:埋没した約 10個の黒色素胞がみられ

る。

幼稚魚前期図 21B

背鰭 63-78，者F鰭 45-46(全鱒条)，胸鰭 12-13，尾鱒 12-14，筋節数 38-41+47-51=86-

93 

体各部の比は変化しない。脊索末端はいくぶん上屈する。腹鰭は喉位1<::出現し，鰭条は認められな

い。背鰭，轡舗，胸鱒および尾鰭の各鱒条は十分1<:::伸長していないが， ほとんど定数犯逮する。後頭

域1<:::数個，主鱒蓋骨1<::1個および前飽叢骨下縁t乙1個の粒状の黒色素胞がみられる。尾柄部の脊索背

側には，約 10個の筋肉中11:埋没した黒色素胞が認められる。

3) 稚魚期図 21C

Fig. 21. Three developmental stagωof Pholis tωzarww8kii. A. 1晶rva，16.15 mm BL 

(HUMZ-L 00350); B. prejuvenile， 22.96 mm BL (HUMZ・L∞349);C. juvenile， 26.07 

mm BL (HUMZ-L 00374). Each sc晶，}eindi防総83mm. 
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背鰭 LXXXIV-LXXXVII，膚鰭 II，42-45，胸鰭 12-14，尾鱒 12-13，腹鰭 2(全鱒条)

体各部の比はほとんど変化しない。脊索末端は上屈し，尾錨膜中にまで遣する。 2腹鰭条がみられる。

上顎前端から眼を横切って主銅蓋骨後縁11:.達する 1暗色帯がある。黒色素胞は腹部下側を除いて体

の全域11:.拡がる。背舗には約30個の黒色斑がある。生時の色彩は茶褐色である。

考察:本稚仔魚は，体が著しく細長い ζ と，前述のギンポ Plwlisnebulosus 1ζ形態や色素の分布

状態が酷似する ζと，筋節数が 38-41+47-52=85-90である ζとなどから，ギンポ亜科 Pholinae

のギンポ属 pholis1と属す種類である。本稚仔魚は仔魚期と稚魚前期において，尾柄部の脊索背側11:.

筋肉の中11:.埋没した黒色素胞がみられる ζ と，稚魚期tとは眼を横切る 1暗色帯がみられること，僻鰭

条数が II，42-11， 45である ζ となどから，ハコダテギンポ Pholist仰仰吋ii11:.同定された。

要 約

1) 1977年6月かち 1978年7月までの問， 北海道南部の沿岸域の七重浜， 自尻および汐首岬から

集魚灯，稚魚ネットおよびタモ網で採集会れた，ギンポ亜目の稚仔魚S科 15種を査定した。

a ぞれらの種類はカズナギ科ではハナイトギンポとカズナギ， タウエガヲ科ではタウエガ丸エ

ゾガヲ，ムスヲガジ， フサギンポ， リュウグウギンポ，ヌイメガt'，ガジ， ムロランギンポ，ムシャ

ギンポ， キタノトサカおよびダイナンギンポ，そしてニシキギンポ科ではギンポとハコダテギンポで

ある。

3) 各種の稚仔魚について，成長11:.伴う形態および色素胞の分布状態の変化を発育段階ごとに図示

し，そして記載した。

4) ζれらの穆仔魚の査定を容易に行なうために，記載に基づいて属および種の検索表を提示した。

5) タウエガク科の中では， オキカズナギ亜科の稚仔魚は各舗の完成の順序， JII門の相対的な位置，

脊索末端の上屈の時期などにおいて，他の亜科のものと比べて著しく異った発育をするととが判明し

た。従って，本亜科はタウエガヲ科の中では特異な一群を形成すると考えられる。

6) ギンポの稚仔魚11:.色素胞の有無，色素胞と腹飯の出現時期および筋節数によって区別される 2

つのタイプが認められた。乙れらのタイプは別種である可能性が示唆された。しかし，とれらの稚仔

魚の形質だけからでは， J.lIJ種として決定するにいたらなかった。
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